
科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⾷⽣活論
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 2

⾷⽣活論は⾷品供給的要素、⾷物調理的要素、⽂化
的・⼼理的要素、⽣理的・栄養的要素で構成され、
それぞれに背景となる多くの学問分野が存在する。
本科⽬では、過去から現在に⾄る⾷⽣活の変化を理
解し、現状を分析して課題を⾒出し、未来に向けて
その解決をはかりながら⾃⼰の⾷⽣活に活⽤してい
くことを理解する。

・過去から現在に⾄る⾷⽣活の変化を理解し、現状
を分析して課題を⾒出し、未来に向けてその解決を
はかりながら⾃⼰の⾷⽣活に活⽤していくことがで
きる｡(知識・理解)
・ライフステージの特性を知り、ステージに合った
⾷⽣活を適切に計画できる。(思考・判断・表現)
・個⼈の⾷⽣活が地球レベルの社会・環境問題に繋
がっていることを理解し説明できる。(思考・判
断・表現)

・過去から現在に⾄る⾷⽣活の変化を理解し、現状
を分析して課題を⾒出し、未来に向けてその解決を
はかりながら⾃⼰の⾷⽣活に活⽤していくための基
礎的事項を活⽤できる。(知識・理解)
・ライフステージの特性を知り、ステージに合った
⾷⽣活を計画できる。(思考・判断・表現)
・個⼈の⾷⽣活が地球レベルの社会・環境問題に繋
がっていることの基礎的事項を理解し説明できる。
(思考・判断・表現)

⾐⽣活論
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 2

⾐服は⼈体を覆うものであり、⼼と⾝体を包む最も
⾝近な⼈⼯の環境ともいえる。持続可能な⾐⽣活に
必要とする⾐料素材や表⽰情報、製造と流通、管理
と環境との関わりについて理解する。さらに、⾐服
の持つ多⾯的な機能や役割、⾐服の起源や変遷、グ
ローバル化を背景とする技術⾰新、⽇本の⽂化的な
背景を学び、これからの⾐⽣活のありかたを考察す
る。

・⾐服の素材や製造、管理と環境との関わり、技術
⾰新に関する基礎的な知識を理解し、総合的に説明
できる。（知識・理解）
・⾐服の社会的な役割を理解した上で、TPOやラ
イフステージに応じた⾐服を適切に選び、⾐服の計
画的な購⼊を⽰すことができる。（思考・判断・表
現）
・⾐⽣活の変化に関⼼を持ち、これからの⾐⽣活の
ありかたを具体的に⽰すことができる。（思考・判
断・表現）

・⾐服の素材や製造、管理と環境との関わり、技術
⾰新に関する最低限の知識を理解し、必要に応じて
説明できる。（知識・理解）
・⾐服の社会的な役割を理解した上で、TPO やラ
イフステージに応じた⾐服を適切に選ぶことができ
る。（思考・判断・表現）
・⾐⽣活の変化に関⼼を持ち、これからの⾐⽣活の
ありかたを⽰すことができる。（思考・判断・表
現）

住⽣活論
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 2

住宅は住⽣活の容れものである。住⽣活に必要な空
間が住宅に備わっていなければならない。現代住宅
が歩んで来たプロセスとその背景にある⽂化と⼈の
暮らしを⾒つめ直して理解し、さらに、将来の私た
ちの住まいのあるべき姿を考える。

・⾝近にある住まいについて、住居と住⽣活に関す
る知識を理解し、具体的に説明できるようになる。
（知識・理解）
・今後の⾃分と住まいとのつきあいをより良いもの
にしていくために必要な実践的な洞察⼒、判断⼒を
⾝につけ、具体的な提案として説明することができ
る。（思考・判断・表現）

・⾝近にある住まいについて、住居と住⽣活に関す
る最低限の知識を理解し、基本的なことについては
説明できるようになる。（知識・理解）
・今後の⾃分と住まいとのつきあいをより良いもの
にしていくために必要な最低限の洞察⼒、判断⼒を
⾝につけ、基本的なことについては提案として説明
することができる。（思考・判断・表現）

⼼の健康
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 2

多様化した現代の社会の中で健康で充実した⽣活を
送るためには、⾃分のことについて、ある程度は理
解していることが必要である。また、ストレスとト
ラウマを乗り越えていくためにも、カウンセリング
についての情報が役に⽴つ。この講義をとおして、
⼼について学ぶことで⾃⼰理解を進め、さらに⾃⼰
コントロールの⽅法を理解していく。

・⾃⼰分析、⾃⼰コントロールの⼤切さを⼗分理解
して説明できる。（知識・理解）
・カウンセリングの⼿法を通して、⾃⼰や・他者を
分析し、その⾏動を解釈することができる。（思
考・判断・表現）

・⾃⼰分析、⾃⼰コントロールの⼤切さをおおよそ
理解して説明することができる。（知識・理解）
・カウンセリングの⼿法を通して、⾃⼰や・他者を
考察するための基礎を説明できる。（思考・判断・
表現）

PC活⽤演習
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 1

情報処理技術の基礎的操作スキルおよび知識を踏ま
えて、専⾨教育科⽬における課題解決に活⽤できる
情報処理技術を涵養するため、より⾼度なデータ管
理、分析、⽂書作成、プレゼンテーションの知識を
学び、理解する。さらに、⽬的に応じて必要とする
ソフトウェアWord、Excel、PowerPoint、
Acrobat等を選択し、相互の連携機能を駆使して幅
広く活⽤するスキルを⾝につける。

・Word、Excel、PowerPoint、Acrobat等ソフト
ウェアの⾼度な機能、使⽤法、連携⽅法を理解し、
それを説明できる。（知識・理解）
・Word、Excel、PowerPoint、Acrobat等のソフ
トウェアの機能の中から適切な機能を選択し、専⾨
教育科⽬の課題解決に活⽤できる。（技能）
・PCで作成したデータの保存および管理⽅法につ
いて理解し、適切なデータ管理ができる。（技能）

・Word、Excel、PowerPoint、Acrobat等ソフト
ウェアの⾼度な機能および使⽤法を理解し、それを
説明できる。（知識・理解）
・Word、Excel、PowerPoint、Acrobat等のソフ
トウェアの機能を使って、専⾨教育科⽬の課題解決
に活⽤することができる。（技能）
・PCで作成したデータの保存および管理⽅法につ
いて理解し、適切なデータ管理ができる。（技能）

チャレンジ・ゼ
ミナール

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 2

早い時期から卒業後の進路について考え、情報を集
めることは、在学中の学習にとっても、さらに⻑い
⼈⽣においても⼤切なことである。この科⽬では、
⽣活科学科の特別講義やイベント、学⽣⽀援課や⼊
試課の進路⽀援プログラム、正課外授業等への参加
を積み重ね、卒業後の進路についての学習を深め、
準備する。これらの活動状況を担当教員に報告し感
想⽂提出を⾏いながら指導を受けて進める。

・就職活動・編⼊学等の進路選択に必要な洞察⼒、
判断⼒を⾝につけ、必要な学習を実践的に取捨選択
できる。（思考・判断・表現）
・進路に関連する在学中の学習に関⼼を持ち、積極
的に取り組む能⼒を⾝につけ、⾃⾝の活動として主
体的に実践することができる。（関⼼・意欲・態
度）

・就職活動・編⼊学等の進路選択に必要な最低限の
洞察⼒、判断⼒を⾝につけ、必要な学習を取捨選択
できる。（思考・判断・表現）
・進路に関連する在学中の学習に関⼼を持って取り
組む能⼒を⾝につけ、⾃⾝の活動として実践するこ
とができる。（関⼼・意欲・態度）

卒業研究・卒業
制作

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

2 4

２年間の学修の集⼤成として、指導教員のもと⽣活
科学科に関わる課題を⾒いだし、研究や制作を⾏
う。その成果を論⽂または作品にまとめ、卒業研
究・卒業制作発表会において発表する。⻑期間⼀つ
の課題に取り組むことにより課題解決能⼒を⾼め、
発表を通してプレゼンテーション技能を⾝につけ
る。詳細は、各指導教員のシラバスを参照する。

・研究成果や作品について論理的にプレゼンテー
ションすることができる。（技能）
・⾃らテーマを⾒つけ、⾃分の考えを⾔葉や形で表
現し、成果を論⽂や作品にまとめることができる。
(思考・判断・表現)
・⻑期間⼀つの課題に積極的に取り組んで理解を深
めることにより、基礎的な持続⼒や集中⼒を⾝につ
けることができる。（関⼼・意欲・態度）

・研究成果や作品についてプレゼンテーションする
ことができる。（技能）
・⾃らテーマを⾒つけ、⾃分の考えを⾔葉や形で表
現し、成果を最低限の論⽂や作品にまとめることが
できる。(思考・判断・表現)
・⻑期間⼀つの課題に取り組み、最低限の持続⼒や
集中⼒を⾝につけることができる。（関⼼・意欲・
態度）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

キャリアを考え
る

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 2

⽣活科学科に関連の深い複数の分野について1回⽬
は専任教員が業界の概要を解説、2回⽬はその業界
で仕事をする⾮常勤講師が実態を報告。他に全体ガ
イダンス、総括等の授業を設ける。授業内容として
は、「働く」とはどういうことかについて、⾃分の
キャリア形成と関連づけて考察する。⾃分はどんな
仕事に興味があり、どのような能⼒・資格をもち、
どの⽅⾯へ進みたいかについて、⾃⼰発⾒に結び付
けられるようにする。⾃分が関⼼を持つ業界につい
て、その概要や実態を考察する。

・関⼼を持つ業界について、概要や実態を詳しく説
明できる。（知識・理解）
・「働く」とはどういうことかについて、⾃分の
キャリア形成と関連づけて考え、具体的に説明でき
る。（思考・判断・表現）
・どのような仕事に興味があり、どのような能⼒・
資格が必要か、どの⽅⾯へ進みたいかなど、⾃⼰発
⾒について具体的に説明できる。（関⼼・意欲・態
度）

・関⼼を持つ業界について、概要や実態を説明でき
る。（知識・理解）
・「働く」とはどういうことかについて、⾃分の
キャリア形成と関連づけて考え、簡単に説明でき
る。（思考・判断・表現）
・どのような仕事に興味があり、どのような能⼒・
資格が必要か、どの⽅⾯へ進みたいかなど、⾃⼰発
⾒について簡単に説明できる。（関⼼・意欲・態
度）

キャリア実務⼊
⾨

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

1 2

卒業後の進路について、具体的な働き⽅や将来像を
思い描き、そのために必要とする能⼒や資格の習
得、専⾨的な知識や仕事内容の概要について、オム
ニバス形式の講義を通して理解する。さらに、⽣活
科学科に関連する資格や仕事を対象に、実践的な報
告事例を学ぶことから理解を深める。

・卒業後の進路について、具体的な働き⽅や将来像
を思い描き、⾃分のキャリア形成に必要とする能⼒
や資格、具体的な習得⽅法を的確に⽰すことができ
る。（知識・理解）
・就学期間を準備期間として積極的に活⽤する計画
を⽰すことができる。（関⼼・意欲・態度）

・卒業後の進路について、働き⽅や将来像を思い描
き、⾃分のキャリア形成に必要とする能⼒や資格、
習得⽅法を⽰すことができる。（知識・理解）
・就学期間を準備期間として活⽤する計画を⽰すこ
とができる。（関⼼・意欲・態度）

CG基礎演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス ⾷・健康
コース

1 1

デジタルデザインの⼊⾨として、Illustrator、
Photoshop の基礎的なオペレーションを学ぶ。そ
れぞれのソフトウェアが持つ多彩な機能について学
び、練習課題を通して操作スキルを習得する。ま
た、PC上の代表的なデザインツールである
IllustratorとPhotoshopの基礎操作を学びながら、
デジタルデザイン制作の⽤途の違い（印刷物または
WEB）、設定⽅法、画像フォーマットの種類等、
デジタルデザインに必要な基礎知識も⾝につける。

・IllustratorとPhotoshopを連携して使⽤すること
ができる。（知識・理解）
・Adobe Illustratorの⽤途・機能を知り、基礎的
な図形作成、変形、合成、レイヤー操作、その他の
機能が操作できる。また、Adobe Photoshopの⽤
途・機能を知り、基礎的な画像修正、加⼯、⾊調補
正などの操作ができる。（技能）
・デジタルデザインの基礎的な制作⼿法を学び、
様々なデジタルグラフィックスの制作ができる。
（技能）

・IllustratorとPhotoshopを連携して使⽤する最低
限のことができる。（知識・理解）
・Adobe Illustratorの⽤途・機能を知り、基礎的
な図形作成、変形、合成ができる。また、Adobe
Photoshopの⽤途・機能を知り、基礎的な画像修
正、加⼯ができる。（技能）
・デジタルデザインの基礎的な制作⼿法を学び、簡
単な図形制作、画像加⼯ができる。（技能）

CG応⽤演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 1

デジタルデザインの応⽤として、Illustrator、
Photoshopのオペレーションを踏まえながら、
ページレイアウトの制作⼿法を学ぶ。Illustratorや
InDesignによる編集デザインの基礎を習得し、出
版物の原稿・画像データの準備、編集、デザイン、
レイアウトなどの作業を⾏う。クリエイティブな課
題作品制作を通じて、印刷を想定した出⼒までの
ワークフローを理解する。

・Adobe InDesign、Illustrator、Photoshopの特
性を活⽤しながら、編集デザインのワークフローを
深く理解できる。（知識・理解）
・アプリケーションの機能を理解し、デザイン性の
⾼いビジュアル作成ができる。（技能）
・ページレイアウトの制作⼿法を学びながら、デザ
イン性の⾼い作品制作を⽬標にしたデータ制作、⼊
稿、出⼒までの作業ができる。（技能）

・Adobe InDesign、Illustrator、Photoshopの特
性を活⽤しながら、編集デザインのワークフローを
理解できる。（知識・理解）
・アプリケーションの機能を理解し、基本的なビ
ジュアル作成ができる。（技能）
・ページレイアウトの制作⼿法を学びながら、基本
的な作品制作を⽬標にしたデータ制作、⼊稿、出⼒
までの作業ができる。（技能）

卒業ゼミナール
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ 各
コース共通

2 2

2年間の学修の集⼤成として、指導教員のもと1年
間にわたり各⾃の研究テーマに基づき、調査、実
習、制作等を⾏ない、テーマについての理解を深め
る。また、その研究成果をまとめ、発表する。詳細
は、各指導教員のシラバスを参照する。

・⾃らテーマを⾒つけ、⾃分の考えを⾔葉で表現
し、成果を形にまとめ論理的に発表することができ
る。（思考・判断・表現）
・⻑期間⼀つの課題に深く取り組むことにより、持
続⼒や集中⼒を⾝につけることができる。（関⼼・
意欲・態度）

・⾃らテーマを⾒つけ、⾃分の考えを⾔葉で表現
し、成果を最低限の形にまとめ発表することができ
る。（思考・判断・表現）
・⻑期間⼀つの課題に取り組むことにより、最低限
の持続⼒や集中⼒を⾝につけることができる。（関
⼼・意欲・態度）

メディア社会論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

情報の⼊⼿や流通においてソーシャルメディアが⼀
定の役割を果たし始めた新たなメディア社会につい
て理解を深め、情報ネットワークが⽣活の様々な場
⾯に及ぼす影響について考察する。メディアから得
る情報は、⽇常⽣活を送る上で必要不可⽋なだけで
なく、私たちの考え⽅や⽣き⽅にも⼤きな影響を与
えていることから、メディアから得る情報の特質や
傾向、さらには各メディアの特性や歴史などを正し
く理解し、活⽤するための知識を涵養する。

・情報メディアの種類と特徴、それらがどのように
発展してきたか、それらが持つ役割やリスクについ
て説明できる。（知識・理解）
・必要に応じた適切なメディアを選択して、情報発
信の⼿段として有効かつ安全に利⽤でき、また、ア
ナログメディア、デジタルメディア全般を理解し、
今後のメディアの発展について意⾒を述べることが
できる。（思考・判断・表現）

・情報メディアの種類と特徴、それらがどのように
発展してきたか、各種メディアの相違点を説明でき
る。（知識・理解）
・必要に応じた適切なメディアを選択して、情報発
信の⼿段として有効かつ安全に利⽤でき、アナログ
メディア、デジタルメディア全般を理解し、今後の
メディアの発展について考えることができる。（思
考・判断・表現）

ソーシャルメ
ディア論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

SNSをはじめとするソーシャルメディアが⽇常⽣
活のみならず、災害時においても重要な情報網とし
て機能することの理解を深めるとともに、ソーシャ
ルメディアの安易な利⽤に伴うセキュリティやプラ
イヴァシーに関わる問題にも注⽬することにより、
正しく活⽤するための態度を涵養する。

・ソーシャルメディアを簡単に定義し、ソーシャル
メディアに分類される代表的なオンラインサービス
を挙げて、それらのサービス内容を説明でき、サー
ビス利⽤の際の個⼈情報漏洩、機密情報漏洩、犯
罪、倫理等の諸問題について説明できる。（知識・
理解）
・デジタル社会におけるリテラシーについて⼗分な
知識を持ち、ソーシャルメディアを適切かつ安全に
利⽤し、情報発信に活⽤することができる。（思
考・判断・表現）

・ソーシャルメディアについて理解し、代表的な
ソーシャルメディアの種類とサービス内容の違いを
知り、それらを利⽤する際の個⼈情報漏洩、機密情
報漏洩、犯罪、倫理等の諸問題について説明でき
る。（知識・理解）
・ソーシャルメディアを利⽤する際に適切なデバイ
スやアプリを選んで、安全に情報発信することがで
きる。（思考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

サステイナブル
社会論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 2

サステイナビリティ（持続可能性）は21世紀の社
会を形作る上で重要な概念であることを学ぶ。⼈間
の活動が地球環境に与えた影響を知り、気候変動、
⽣物多様性、SDGsなどの地球環境問題の解決や持
続可能な暮らしについて理解を深める。

・サステイナビリティの概念を理解し、⽇本が抱え
る環境問題・課題を知り、それらを解決するための
⽅策について説明できる。（知識・理解）
・⽇本が⽬指すべき持続可能な社会の在り⽅を考察
し、サステイナブルな社会の実現に向けて、⾝近な
問題を⾒つけることができる。（思考・判断・表
現）
・⽇々の暮らしの中で、気候変動、⽣物多様性、
SDGsなどの地球環境問題に関⼼を持ち、⾃分事と
として深く考究する態度を⾝につけることができ
る。（関⼼・意欲・態度）

・サステイナビリティとは何かを説明し、⽇本の環
境に関する諸問題を知り、課題解決の⽅策および⽇
本にとって持続可能な社会とは何かを説明できる。
（知識・理解）
・サステイナブルな社会の実現に向けて、⾝近な問
題を発⾒し、調査することができる。（思考・判
断・表現）
・⽇々の暮らしの中で、気候変動、⽣物多様性、
SDGsなどの地球環境問題に関⼼を持ち、⾃分事と
として考究する態度を⾝につけることができる。
（関⼼・意欲・態度）

情報メディア演
習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 2

本演習では、情報メディアを⾊彩の側⾯から考察
し、⾊彩⼒を涵養する。グローバルスタンダードな
マンセルシステムを基に、美しい⾊と⾊の組み合わ
せ、⾊と形の効果的な関係、⾊と形の⼤きさやプロ
ポーションとの関わりなど、⾊彩と形体の造形表現
を踏まえ、実践的な配⾊テクニックについてデザイ
ン的視座から学修する。魅⼒ある⾊彩で、⼈を惹き
つけるための配⾊の基本システムと活⽤法を理解
し、造形⼒を⾝につける。

・基本となる⾊彩システムを深く理解し、⾊彩理
論、⾊彩調和を理解した上で、実践的な⾊彩感覚を
適⽤することができる。（知識・理解）
・⾊彩⽣成、配⾊のさまざまな課題に対応した⾼い
能⼒を⽰す制作ができる。（技能）

・基本となる⾊彩システムを理解し、⾊彩理論、⾊
彩調和を理解した上で、基礎的な⾊彩感覚を適⽤す
ることができる。（知識・理解）
・⾊彩⽣成、配⾊のさまざまな課題に対応した基礎
的な能⼒を⽰す制作ができる。（技能）

メディアデザイ
ン論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

現代社会におけるデジタルメディアの現状と今後の
可能性を概説し、メディアデザインについて考察す
る。メディアデザインはグローバリゼーション化が
進む中で、膨⼤な情報や多様な価値観が交錯する現
代社会におけるコミュニケーションやデザインの⼀
翼を担っている。アイデンティティとしてのメディ
アデザインを理解することによって、これからのメ
ディア⽂化に対するリテラシーを⾝につけていく⽅
法論も考察する。

・造形学的な観点からメディアの歴史について解釈
し、メディア⽂化を客観的に説明し、造形原理を学
びながら、「造形」「デザイン」「空間」「環境」
をキーワードとしてメディアデザインについて述べ
ることができる。（知識・理解）
・メディアのリテラシーを⾝につけ、造形、デザイ
ンの今後のあるべき姿について説明することができ
る。（思考・判断・表現）

・造形学的な観点からメディアの歴史について解釈
し、メディア⽂化の基本的な事項について客観的に
説明し、造形原理を学びながら、「造形」「デザイ
ン」「空間」「環境」をキーワードとしてメディア
デザインの基本的な事項について述べることができ
る。（知識・理解）
・メディアの基本的なリテラシーを⾝につけ、造
形、デザインの今後のあるべき姿について説明する
ことができる。（思考・判断・表現）

ユニバーサルデ
ザイン論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 2

ユニバーサルデザイン（Universal Design、UD）
に対する理解を深め、⽣活科学におけるその必要性
と意義について考察する。⾔語や⽂化、年齢、性
別、能⼒、経験などの差異に関わらず、すべての⼈
に利⽤可能な「やさしい」デザインを考え、幅広い
デザイン領域にまたがるユニバーサルデザインの将
来像と現代社会における役割について解説する。⾝
近な事例をもとに、「認知性」、「操作性」（ユー
ザビリティ）、レジビリティ（可読性）など、ユニ
バーサルデザインの原則に基づいた考察を展開す
る。グローバル化する現代社会において、ユニバー
サルデザインに対する知⾒を⾼め、多様な⽣活環境
やコミュニケーションを豊かにする⽅法論を涵養す
る。

・⽣活科学におけるユニバーサルデザインの必要性
と意義について詳しく説明できる。（知識・理解）
・ユニバーサルデザイン7原則にもとづき、造形美
と機能美の観点から多様性にもとづいた造形につい
て詳しく説明できる。（思考・判断・表現）
・ユニバーサルデザインにおける「認知性」、「操
作性」（ユーザビリティ）、「可読性」（レジビリ
ティ）の活⽤能⼒を⽰すことができる。（関⼼・意
欲・態度）

・⽣活科学におけるユニバーサルデザインの必要性
と意義について説明できる。（知識・理解）
・ユニバーサルデザイン7原則にもとづき、造形美
と機能美の観点から多様性にもとづいた造形につい
て基礎的な事項を詳しく説明できる。（思考・判
断・表現）
・ユニバーサルデザインにおける「認知性」、「操
作性」（ユーザビリティ）、「可読性」（レジビリ
ティ）の基礎的な活⽤能⼒を⽰すことができる。
（関⼼・意欲・態度）

ＣＧ演習Ａ(イラ
ストレーター)

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

コンピュータを造形表現のツールとしたデジタルデ
ザインを学ぶ。Macintoshの基本的な操作からス
タートし、2D/3Dデザインの基礎となるIllustrator
をデザインツールとして修得、デザインの基礎造形
⼒を涵養する。また、DTP（デスクトップ・パブ
リッシング）の基礎を習得しながら、デジタルカ
ラー、デジタルフォント、画像処理等の知識ベース
を学ぶ。作品制作を通して、実践的なデザイン・
ワークフローを修得する。

・Adobe Illustratorによる基礎技能を習得し、ビ
ジュアル表現に適⽤できる。（知識・理解）
・デザインワークフローを踏まえた実践的なデジタ
ルデザイン⼿法を理解し、作品制作ができる。（技
能）
・⼿順を組み⽴てて⼯夫しながら、イメージ通りの
ビジュアルを⾃由に作成できる。（技能）

・Adobe Illustratorによる基礎技能を習得し、基
礎的なビジュアル表現に適⽤できる。（知識・理
解）
・デザインワークフローを踏まえた基礎的なデジタ
ルデザイン⼿法を理解し、作品制作ができる。（技
能）
・基本的な⼿順を組み⽴てて、基礎的なビジュアル
を作成できる。（技能）

ＣＧ演習Ｂ(フォ
トショップ)

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

コンピュータを造形表現のツールとしたデジタルデ
ザインを学ぶ。CG演習A（イラストレータ）で習
得した内容に加え、デジタルカラー
(CMYK/RGB)、カラーマネージメント、画像レ
タッチ等のPhotoshopの基礎的なオペレーション
と同時に、ビットマップ画像処理を涵養する。その
うえで、Illustratorとの連携作業を習得しながら、
DTP（デスクトップ・パブリッシング）の応⽤的
なトレーニングで実践的な作品制作を⾏う。CG演
習A（イラストレータ）と合わせ、デジタルデザイ
ンの体系的な作品制作能⼒を⾼める。

・Adobe Photoshopによる基礎技能を習得し、ビ
ジュアル表現が⾃由に適⽤できる。（知識・理解）
・画像データを元に、画像レタッチ等のコマンド機
能を⾃由に操作し、画像設計をイメージ通りに補正
できる。（技能）
・デザインワークフローを踏まえた実践的なデジタ
ルデザイン⼿法を⼯夫し、作品制作ができる。（技
能）

・Adobe Photoshopによる基礎技能を習得し、基
礎的なビジュアル表現に適⽤できる。（知識・理
解）
・画像データを元に、画像レタッチ等のコマンド機
能を操作し、画像設計をほぼイメージ通りに補正で
きる。（技能）
・デザインワークフローを踏まえた基礎的なデジタ
ルデザイン⼿法を⼯夫し、作品制作ができる。（技
能）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

ＤＴＰ演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 2

CG演習をベースとしたMacintoshによるDTP（デ
スクトップ・パブリッシング）の基礎を学ぶ。
Photoshop、Illustratorを併⽤させたデジタルデザ
インを習得する。⾊彩構成の基礎を題材に⾊彩感
覚、配⾊⽅法、構図、レイアウトの実習などの作品
制作を通して、DTPの実践的なデザイン・ワーク
フローの理解を⽬指す。アイデアを具現化する⾯⽩
さとデジタル表現の可能性を体験し、造形⼒を⾝に
つける。

・Adobe Photoshop、Illustratorの操作を解釈
し、デザインワークフローを踏まえた⾼度なデジタ
ルデザイン制作ができる。（知識・理解）
・⼿順を組み⽴てて⼯夫しながら、イメージ通りの
ビジュアルを⾃由に作成できる。（技能）
・実践的なDTP作品制作ができる。（技能）

・Adobe Photoshop、Illustratorの操作を解釈
し、デザインワークフローを踏まえた基本的なデジ
タルデザイン制作ができる。（知識・理解）
・⼿順を組み⽴てて⼯夫しながら、基本的なビジュ
アルを作成できる。（技能）
・基本的なDTP作品制作ができる。（技能）

Ｗｅｂデザイン
演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 2

CG演習をベースにMacintoshによるWebデザイン
制作を学ぶ。AdobePhotoshop・Illustratorを連
携させた画像補正とリサイズ、⾊調修正、Webカ
ラー、デジタルフォント、ビットマップイメージ設
計を⾝につけ、Webデザインのコンテンツ構築及
びレイアウトデザインを習得する。共通テーマに基
づいた課題制作を通じて、実践的なサイトデザイン
のワークフローの理解を⽬指す。

・Adobe DeramweaverによるWebサイトコンテ
ンツ構築への展開について詳しく説明できる。（知
識・理解）
・CG演習A・Bを踏まえた、Adobe Photoshop・
Illustratorによる素材制作の操作ができる。（技
能）

・Adobe DeramweaverによるWebサイトコンテ
ンツ構築への展開の基礎的事項について説明でき
る。（知識・理解）
・CG演習A・Bを踏まえた、Adobe Photoshop・
Illustratorによる基礎的な素材制作の操作ができ
る。（技能）

アニメーション
制作演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

CGアニメーションの原理を学びながら、Adobe
Animateによるアニメーション制作⼿法を学ぶ。
また、⼈の運動知覚を利⽤して、効果的な動画表現
を習得する。Photoshop、Illustratorと連携させな
がら、さまざまなアニメーション制作⼿法を通し
て、実践的なワークフローを⾝につける。

・デジタルイメージ、デジタルカラーについて詳し
く説明できるようになる。（知識・理解）
・Adobe Animateによるモーショングラフィック
ス（動画）を習得し、さまざまな動画の制作⼿法を
実践できるようになる。（技能）
・⼈の知覚の仕組みを解釈し、より効果的な動画表
現ができるようになる。（思考・判断・表現）

・デジタルイメージ、デジタルカラーの基礎につい
て説明できるようになる。（知識・理解）
・Adobe Animateによるモーショングラフィック
ス（動画）を習得し、基本的な制作⼿法を実践でき
るようになる。（技能）
・⼈の知覚の仕組みを解釈し、基礎的な動画表現が
できるようになる。（思考・判断・表現）

メディア⼼理学

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 2

⼈々はどのようにメディアからの情報に影響を受け
ているのか、特にソーシャルメディアにおけるコ
ミュニケーションの特徴について理解を深め、ソー
シャルメディアがもたらす様々な集合⾏動について
も事例をもとに考察することにより、新たなメディ
ア社会における課題の発⾒やその解決策を追究す
る。

・メディア⼼理学の学問的な位置付けソーシャル、
メディア、ソーシャルメディアの社会的影響⼒を知
り、情報やメディアの種類によって⼈は⾏動・態度
を変えるということを理解する。（知識・理解）
・ソーシャルメディアの問題点を考察し、それらに
対する⼼理学的な議論を展開し、意⾒を述べること
ができる。（思考・判断・表現）

・メディア⼼理学の学問的な位置付けを理解し、メ
ディアの⼈に対する⼼理学的影響について理解す
る。（知識・理解）
・ソーシャルメディアの問題点を考察し、それらを
⼼理学的に表現することができる。（思考・判断・
表現）

消費者の⼼理

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス ⽂科 専⾨教
育科⽬ ⼼理学
コース

1 2

消費者⼼理をとらえることの重要性を学ぶことは、
今後、社会に出て、社会に貢献していくために、考
え⽅の基本を形成することになる。どのように社会
にかかわろうと、消費者⼼理、つまり、事業におけ
る相⼿の⼼理を掴み、家庭における、家族の気持ち
に寄り添っていくことは、よりよい社会⽣活を送る
ベースとなる。多くの企業が「顧客視点」を掲げて
いるが、本当に顧客視点に⽴つということはどうい
うことかを具体的に商品開発の過程を通して学ぶ。
いくつかの事例について学び、各⾃の消費⾏動を振
り返り、さらに社会動向から、顧客視点にたった商
品サービスを提案してみる。

・企業活動（商品、サービスの提供）と消費者⼼理
とが密接に関連していることを理解し、消費者の⼼
理がよりよい社会を実現するために必須であり、⼥
性の消費者⼼理がよい企業を育て、よい社会をつく
るということを説明できる。（知識・理解）
・ 企業が消費者⼼理に基づいて提供しているサー
ビスや商品を知り、社会動向の分析を⾏い、顧客視
点に⽴った商品やサービスを提案、発表することが
できる。(思考・判断・表現）
・消費⾏動や企業活動についての知識をベースに、
顧客視点の商品サービスを提案する。（関⼼・意
欲・態度）

・ 企業活動（商品、サービスの提供）と消費者⼼
理とが密接に関連していること、 および消費者⼼
理を形成する基本的な概念を説明できる（知識・理
解）
・ 社会動向を分析し、企業が消費者⼼理を把握す
るためにどのような活動を実施しているかを説明で
きる。（思考・判断・表現）
・企業と消費者の関係を理解し、顧客視点に⽴った
商品やサービスを提案する。(関⼼・意欲・態度）

マーケティング
リサーチ演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

2 2

⼈間の意識や⾏動を⽅向付けている基準は、価値の
多元化が進む現代においては、その基準も⼀義的で
はなくなってきていることから、その多様性を追究
する⽅法論としてのマーケティング・リサーチのプ
ロセスを明確に理解し、その⼿法、データの収集・
整理や解析⽅法、報告書作成に関する実践的なスキ
ルやノウハウを習得する。

・ マーケティングとは何かを理解し、 マーケティ
ング・リサーチの役割およびプロセスおよびマーケ
ティングリサーチを実施するための調査⽅法につい
て説明できる。（知識・理解）
・ 調査を通してデータの収集・整理や解析⽅法、
報告書作成に関するスキルやノウハウを⾝につけ
る。（技能）
・調査テーマにあった調査法や質問項⽬を選びだ
し、適切な質問⽂を作ることができる。（思考・判
断・表現）

・マーケティングとは何かを理解し、マーケティン
グ・リサーチが企業や組織、個⼈にとってどのよう
に活⽤されているかを説明できる。（知識・理解）
・収集したデータを統計分析ソフト、表計算ソフト
等を使って分析し、報告書を作成できる。（技能）
・調査票を作成する際に、調査したい事柄について
適切な結果が得られるような質問⽂を作成すること
ができる。（思考・判断・表現）

メディア⼼理演
習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

メディアが⼈間の⼼理や⾏動に与える効果や影響を
考察する。既存のマスメディアから近年普及したデ
ジタルメディアまで、多様なメディアの特徴につい
て考察し、オーディエンス研究の⼿法を⽤いた調査
分析を⾏う。学期をとおして、個⼈プロジェクトと
してメディア⼼理研究の調査を⽴案、実施する。

・メディア（アナログ、デジタル、コミュニケー
ション、マスメディア等）がもつ特徴を理解し、メ
ディアが利⽤されている場⾯を考察し、それらが⼈
間の⼼理や⾏動に与える影響を説明できる。（知
識・理解）
・定量的調査法（調査紙調査）を使って集めたデー
タを統計分析ソフトウェアを使って分析し、メディ
アと⼈間の⾏動の関係を調査することができる。
（技能）
・調査紙の質問⽂を適切な表現で作成し、調査報告
書を作成する際には、適切な図表等を選んで、わか
りやすい報告書としてまとめることができる。（思
考・判断・表現）

・メディア（アナログ、デジタル、コミュニケー
ション、マスメディア等）がもつ特徴を説明でき
る。（知識・理解）
・調査紙調査を使って、メディアと⼈間の⾏動の関
係を調査し、統計分析ソフトウェアを使って分析す
ることができる。（技能）
・調査紙の質問⽂を適切な表現で作成し、調査結果
を報告書としてまとめることができる。（思考・判
断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⼼理データ解析
演習(SPSS)

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス ⽂科 専⾨教
育科⽬ ⼼理学
コース

1 2

⼼理学では、実験、観察、⾯接、調査等の⽅法によ
り⼈間の⾏動の法則性を⾒いだそうとしている。こ
の科⽬では調査法で得られたデータを統計ソフトの
SPSSを⽤いて解析を⾏い、レポート（調査報告
書）の作成を通して、実証的な研究の進め⽅を学
ぶ。

・実証的な研究の進め⽅について理解し、尺度⽔準
や質的データと量的データ、独⽴変数と従属変数な
どの違いについて説明できる。（知識・理解）
・統計ソフトウェア（SPSS)を⽤いたデータの⼊
⼒および⽬的に沿った適切な分析を⾏うことができ
る。（技能）
・⼼理調査を⾏う際の倫理的な配慮の必要性につい
て知り、⼼理調査の⽬的に沿った適切な調査を実施
し、得られた結果をもとに論理的な考察を⾏い、適
切な表やグラフを選び、わかりやすいレポートを作
成する。（思考・判断・表現）

・実証的な研究の進め⽅について理解し、尺度⽔準
や質的データと量的データ、独⽴変数と従属変数な
どの違いについて基本的な説明できる（知識・理
解）
・統計 ソフトウェア(SPSS)を⽤いてデータの⼊⼒
および代表的な統計分析を⾏うことができる。（技
能）
・⼼理調査を⾏う際には倫理的な配慮をして、回答
者から必要な情報を得られるような適切な質問⽂を
作成し、得られた調査結果を分析し、わかりやすい
レポートを作成することができる。（思考・判断・
表現）

ポップカル
チャー論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

ポップカルチャー（ポピュラーカルチャー、⼤衆⽂
化、マスカルチャー）は、社会において広く⼀般の
⼈々が楽しんでいる⽂化のことで、マンガ、アニ
メ、ファッション、料理など、私たちが⽇常よく⽬
にするものが含まれている。これに対して芸術や演
劇などの⾼尚な⽂化はハイカルチャー、マニアのた
めの⽂化はサブカルチャーと呼ばれ、異なるジャン
ルの⽂化として区別されている。この科⽬では、
様々なポップカルチャーの事例を⾒ながら、それら
の特徴・魅⼒を分析する。また、国境を越えて広が
るポップカルチャー（越境する⽂化）について議論
しながら、グローバル時代の⽂化について考察す
る。

・ポップカルチャー、サブカルチャー、ハイカル
チャーの違い、⽂化のグローバリゼーション、ロー
カリゼーションのメカニズムを理解し、⽇本の政治
的、外交的資源としてのポップカルチャーの役割を
説明できる。（知識・理解）
・海外で⼈気がある⽇本⽂化製品について調査し、
その魅⼒について海外の⽂化との⽐較などを⾏いな
がら考察して、レポートにまとめることができる。
（思考・判断・表現）

・ポップカルチャー、サブカルチャー、ハイカル
チャーの違い、⽂化のグローバリゼーション、ロー
カリゼーションのメカニズムを理解する。（知識・
理解）
・海外で⼈気がある⽇本⽂化製品について調査し、
その魅⼒について考察して、レポートにまとめるこ
とができる。（思考・判断・表現）

メディアカル
チャー演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス

1 2

マスメディア、デジタルメディア、ソーシャルメ
ディア、メディアコンテンツなど、メディアという
⾔葉は他の⾔葉と組み合わせることでいろいろな新
しいメディアの概念をつくりだしているが、いずれ
も「情報を伝達する」という共通した社会的役割を
果たしている。この科⽬では、様々な「メディア」
を調査研究のツールとして、社会事象を社会学的に
調査・分析する。デジタル・メディアを活⽤した定
性的調査⽅法により、現代社会の諸事象をエスノグ
ラフィによって調査・分析する。

・メディアに関する様々な⽤語の定義および社会調
査法の基本を理解し、フィールドワークやエスノグ
ラフィーについて説明できる。（知識・理解）
・様々なデジタルメディア機器を活⽤して、フィー
ルドワーク調査を実施できる。（技能）
・フィールドワークで集めたデータ（写真、動画、
フィールドノーツ等）を社会学的および⽂化的視点
から考察・分析して、報告書を作成できる。（思
考・判断・表現）

・フィールドワークと呼ばれる調査法について説明
できる。（知識・理解）
・様々なデジタメディア機器を活⽤して、フィール
ドワーク調査を実施できる。（技能）
・フィールドワークで集めたデータ（写真、動画、
フィールドノーツ等）をもとに考察・分析して、報
告書を作成できる。（思考・判断・表現）

⽣活デザイン論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 2

⼈間に最も⾝近な⽣活環境（⽣活道具、服飾、雑
貨、⽣活空間およびこれらの周辺領域）のデザイン
について、⽣活者の視点から、デザインの定義、成
⽴過程、様式、エレメント等について理解する。⼤
量⽣産・⼤量消費のデザインから、あらゆる⼈々が
安全で快適に使うことのできる、環境に配慮した持
続可能なデザインとは何かについて、具体的な事例
を挙げて、フィールドワーク等の調査を⾏なう。調
査の結果はスケッチ課題を通じて履修者間で共有し
考察する。そのうえで、これからの社会において求
められる⽣活デザインを選択する⼒を養い、創造す
ることができるための基本的な知識と技能を⾝につ
ける。

・社会における様々なデザインの価値・役割を⽣活
者の⽴場から具体的に説明できる。（知識・理解）
・具体的な事例をもとに、開発プロセスや使⽤環境
を体験することによって、職能領域の流れやユー
ザーエクスペリエンスを理解・説明できる。（知
識・理解）
・持続可能なデザインへの理解を深め、これからの
社会におけるデザインのありかたを具体的に提案す
ることができる。（思考・判断・表現）
・フィールドワークやインタビュー等の調査を⾃分
で組み⽴てて調査・分析を⾏い、⼀連の結果を客観
的に捉え、スケッチ課題に的確に記述・発表するこ
とができる。（思考・判断・表現）

・社会における様々なデザインの価値・役割を説明
できる。（知識・理解）
・具体的な事例をもとに、使⽤環境を体験すること
によって、デザインの特徴や製作意図を理解でき
る。（知識・理解）
・これからの社会におけるデザインのありかたを調
べることができる。（思考・判断・表現）
・フィールドワークやインタビュー等の調査を実施
し、結果をスケッチ課題にまとめることができる。
（思考・判断・表現）

プロダクトデザ
イン論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 2

プロダクトデザインとは、家電製品、⾐服、インテ
リア雑貨、家具、パッケージ、玩具など、⽣活に必
要な道具、機械、製品のデザイン全般を意味し、⼯
業製品をはじめ、広義には⼿⼯芸も含まれる。社会
とプロダクトデザインの関係、デザインマネジメン
ト、デザインプロセス、ユーザ調査・コンセプト・
デザイン評価のための⼿法、視覚化のための⼿法な
どを学び、プロダクトデザインに関する理論と知識
を習得する。

・⽣活者の⽴場からデザインを捉え、デザインが⽣
活に与える影響や責任、⽂化的・社会的意義が的確
に説明できる。（知識・理解）
・ソリューション・デザイン、ソーシャル・デザイ
ン、サステイナブル、ダイバーシティ等、プロダク
トデザインの分野で使⽤される⽤語を正しく理解
し、デザイン思考の⽅法論について説明できる。
（知識・理解）
・感性⼯学的・⼈間⼯学的なデザインの基本に基づ
き、プロダクトの機能や役割を様々な視点から検
討・判断することができる。（思考・判断・表現）

・⽣活者の⽴場からデザインを捉え、デザインが⽣
活に与える影響や責任、⽂化的・社会的意義が説明
できる。（知識・理解）
・プロダクトデザインの分野で使⽤される⽤語を理
解できる。（知識・理解）
・感性⼯学的・⼈間⼯学的なデザインの基本に基づ
き、プロダクトの機能や役割を判断できる。（思
考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

カラーコーディ
ネート演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 2

⾊彩の役割や機能を認識し、配⾊の効果的な技法を
習得する。⽣活と⾊彩、光と⾊彩、⽬と⼤脳の関
係、⾊がみえるしくみ、⾊彩の⼼理、マンセル体
系、NCS、PCCSをはじめとする表⾊体系、
PANTONEやDIC等の実務に不可⽋なカラーガイ
ド、代表的な⾊彩調和論、デジタルカラーの理論、
⾊彩調査の実施、プロダクトの⾊彩、カラーユニ
バーサルの理解と事例研究などを学ぶ。配⾊カード
を活⽤した演習を交えて⾏うことで、⾊彩や配⾊に
関する知識と表現に活かす創造⼒を養う。

・⾊彩学の知識（⾊彩⼯学・⾊彩⼼理・応⽤⾊彩
学）、および、美しく調和のとれた配⾊デザインと
は何か、ユニバーサルデザインについて充分に理解
した上で、得られた知識を学修課題に活⽤・応⽤で
きる。（知識・理解）
・演習課題を通じ、優れた⾊彩の選択ができること
に加え、⾊彩の理論をふまえた表現ができる。（技
能）
・優れた作品例を鑑賞し、豊かな⾊彩表現につなげ
たり、⾝の回りの⾊彩環境を創造的に構築すること
ができる。（技能）

・⾊彩学の基本的な知識を学び、美しく調和のとれ
た配⾊デザインとは何かを説明できる。（知識・理
解）
・演習課題を通じ、⾊彩の選択や表現ができる。
（技能）
・優れた作品例を鑑賞し、⾊彩表現につなげること
ができる。（技能）

イラストレー
ション (実習)

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 1

イラストレーションとは、情報や概念の視覚化、図
解などのコミュニケーションを主⽬的とした表現で
ある。イラストを作成するために重要な絵画的・造
形的な基礎技術である、観察／描写／構成／⾊彩／
画材／空間／企画・演出の基本を習得し、⼈物画や
オリジナルカット、製品の形やファッション画、家
具、キャラクター、広告、パッケージ、ポスターな
どの多種多様なイラストを正確にかつ表現⼒豊かに
制作するための基本的な技術を学ぶ。

・イラストレーションの基本を学び、造形に対する
知識を習得した上で、様々なテクニックを学び、イ
ラストレーションに必要な的確な描写⼒と豊かな表
現⼒を習得できる。（技能）
・イラスト制作を通じて表現に対する感性を養い、
イラストレーションの⽬的である「テーマを伝える
こと」を理解し、描く過程での試⾏錯誤を通じて、
イラストレーションで明確なメッセージを伝えるこ
とができる。（思考・判断・表現）

・イラストレーションの基本を学び、イラストレー
ションに必要な描写⼒と表現⼒を習得できる。（技
能）
・イラスト制作を通じて表現に対する感性を養い、
イラストレーションの⽬的である「テーマを伝える
こと」を理解し、イラストレーションでメッセージ
を伝えることができる。（思考・判断・表現）

彫⾦実習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 1

銀を主な素材とし⾦属⼯芸技術を学びながら、リン
グ・ペンダント・ブローチ等のジュエリーを制作す
る。⾦属を切ったり曲げたり、叩いたり、バーナー
によるロー付け、ヤスリがけ、研磨と多種類の技術
を習得する。始めは⼯具の扱いに慣れるための作品
制作を⾏う。ジュエリーにとってデザインは重要な
要素であり、ものを創るということは周りに対する
注意深い眼を持つことでもある。考察⼒、表現⼒、
造形⼒を培いながらオリジナリティある作品に取り
組む。

・「彫⾦」という⾦属⼯芸の伝統技法の習得を通
じ、素材や歴史的背景について充分な説明ができ
る。（知識・理解）
・制作を通して様々な⼯具を的確に使い、作品を作
り上げることで、デザイン・造形⼒・感性を磨く⼒
を修得できる。（技能）
・現代における⼯芸、⾦属造形のあり⽅を考え、独
⾃の表現と新たな⽅向性を探り、デザインに反映で
きる能⼒と、具現化できる表現⼒を発揮し、オリジ
ナリティある作品を完成させることができる。（技
能）

・「彫⾦」という⾦属⼯芸の伝統技法の習得を通
じ、素材や歴史的背景について説明できる。（知
識・理解）
・制作を通して様々な⼯具を使い、作品を作り上げ
ることで、デザイン・造形⼒・感性を養うことがで
きる。（技能）
・現代における⼯芸、⾦属造形のあり⽅を考え、デ
ザインに反映させることができる。（技能）

⽣活プロダクト
デザイン演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 4

わたしたちの⽇常に密接な⽣活デザイン、およびプ
ロダクトデザインについて理解する。⽣活者の視点
から、デザインの定義、成⽴過程、様式、エレメン
ト等について学んだ上で、製品のユーザビリティ評
価、市場調査やフィールドワーク、展覧会・展⽰会
やデザインアワード⾒学、模型制作等の演習を通し
て、問題発⾒⼒、具体的な構成⼒、提案⼒を養い、
プロダクトデザインを主体的に選択したり、専⾨的
な⽴場から製品企画や消費者への提案ができるよう
な知識と技能を習得する。

・⽣活にかかわるプロダクトデザインに関連する専
⾨的な知識について理解・説明できる。（知識・理
解）
・演習課題に取り組み、優れた想像⼒、造形⼒、表
現⼒を磨き、独創的な創造的思考⼒と具現化能⼒を
修得た上で、作品を完成させることができる。（技
能）
・⼈間⼯学、安全性、市場性を理解した上で、企
画・デザインしたり、具体的な形に表現することに
加え、発展的な課題に取り組み、レポートや作品等
を通じて、記述・発表できる。（技能）

・⽣活にかかわるプロダクトデザインについて理
解・説明できる。（知識・理解）
・演習課題に取り組み、想像⼒、造形⼒、表現⼒を
養い、作品を完成させることができる。（技能）
・⼈間⼯学、安全性、市場性を理解した上で、企
画・デザインしたり、具体的な形に表現できる。
（技能）

デッサン（実
習）

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 1

基礎描写⼒の修得は、⾃らの観察⼒、構成⼒、造形
⼒の向上にきわめて役⽴つと共に⾃らの創作の基盤
となる。この科⽬では、もの創りに必要なデッサン
⼒の習得を⽬指し、形の捉え⽅についての基礎知識
と技法についての実技を通じて学習する。形の⾒か
た、とり⽅、構図について理解する「基礎演習」、
正確に形を描く⼒を養う「静物デッサン」、短時間
で形を的確に捉える眼を養う「鉛筆クロッキー」、
⼈体のプロポーションを把握する「モデル演習」な
どの基礎を積み重ね、パステルや⾊鉛筆での「イラ
スト制作」に取り組み表現の楽しさを体験する。

・デッサンの基本を学び、造形に対する深い知識を
習得し、的確に説明できる。（知識・理解）
・基礎演習を積み重ね、テクニックを学ぶことで、
あらゆるもの創りに必要なデッサン⼒を習得し、⾃
らの表現活動に活かせる描写⼒と洞察⼒を⾝につけ
ることができる。（技能）
・イラスト制作を通じて表現の楽しさや感性を磨
き、⽇頃から造形作品に親しみ、鑑賞できる態度を
養うことができる。（技能）

・デッサンの基本を学び、造形に対する知識を習得
できる。（知識・理解）
・基礎演習に取り組み、テクニックを学ぶことで、
あらゆるもの創りに必要なデッサン⼒が習得でき
る。（技能）
・イラスト制作を通じて表現の楽しさを感じ、造形
作品を⾝近に鑑賞する態度を⾝につけることができ
る。（技能）

ファッションビ
ジネス論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 2

ファッションビジネスは、経済動向の変化や新興国
の台頭により、グローバル化が進み⼤きく変化して
いる。⽇本のアパレルを中⼼とするファッションビ
ジネスの変遷や現在のアパレル・ファッション業界
の構造に加えて、アパレル・ファッションビジネス
特有のマーケティング、マーチャンダイジング、流
通について理解する。さらに「ファッションビジネ
ス能⼒検定」などファッションビジネス分野に設置
されている資格とその役割について理解する。

・アパレル・ファッション業界の構造や基本的な知
識を修得し、アパレル業界の現状を具体的に説明で
きる。（知識・理解）
・アパレル・ファッション分野特有の構造や機能に
ついて具体的に説明できる。（知識・理解）
・アパレル・ファッション業界特有の⽣産・流通・
消費構造を修得し、新たな流通機構やブランドを創
造できる。（思考・判断・表現）
・アパレル・ファッション業界に関⼼を持って活発
にコミュニケーションすることができる。（関⼼・
意欲・態度）

・アパレル・ファッション業界の構造や基本的な最
⼩限の知識を修得し、アパレル業界の現状を説明で
きる。（知識・理解）
・アパレル・ファッション分野特有の構造や機能に
ついて説明できる。（知識・理解）
・アパレル・ファッション業界特有の⽣産・流通・
消費構造を修得し、新たな流通機構やブランドの⽅
向性を⽰すことができる。（思考・判断・表現）
・アパレル・ファッション業界に関⼼を持ってコ
ミュニケーションすることができる。（関⼼・意
欲・態度）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

ファッションデ
ザイン論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 2

ファッションは⼈びとの⾏動や考え⽅を規定する社
会現象であるという観点から、ファッションデザイ
ンの変遷を学ぶ。⼈はなぜ服を着るのか？という⾐
服の起源に始まり、記号性・流⾏の理論を学んだ上
で、現代ファッション史を概観する。現代服の原点
であるシャネル、ディオールらの50年代ファッ
ション、60年代のミニ、モッズやアイビー、70年
代のフォークロアやジーンズ、80年代以降の三
宅・川久保・⼭本らの⾰新性、90年代以降の
ファッションのカジュアル化、2000年代以降の
ファスト化、SNSによる情報の変化をめぐる今⽇
的な課題について理解する。

・近現代のファッション史、ファッションデザイン
の流れ、ディテール、⾊彩、トレンド、現代の
ファッションの問題点について、具体的かつ、詳し
く説明できる。（知識・理解）
・設定されたテーマに加え、⾃らで考案したアイデ
アをもとに、ファッションデザインの企画やプレゼ
ンテーションを通じて、授業で理解した内容を的確
に表現できる。（知識・理解）
・ファッションデザインの変遷に基づき、現在の
ファッションデザインの問題点を指摘し、消費・⽣
産・流通等の諸課題について具体的に提⾔すること
ができる。（思考・判断・表現）

・近現代のファッション史、ファッションデザイン
の流れ、ディテール、⾊彩、トレンドについて説明
できる。（知識・理解）
・設定されたテーマをもとに、ファッションデザイ
ンの企画やプレゼンテーションを⾏い、授業で理解
した内容を表現できる。（知識・理解）
・ファッションデザインの変遷に基づき、現在の
ファッションデザインの問題点を指摘することがで
きる。（思考・判断・表現）

ファッションデ
ザイン演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 4

ファッションは、美しさや快適性を求める⼈間の欲
求から⽣まれてくるものである。ここでは感性豊か
なクリエーターになるための資質を⾝につけるため
の演習を総合的に⾏う。⾃分⾃⾝の装いの評価やイ
メージマップの作成、繊維素材の特性や⽤途、シル
エットの分類やカラーコーディネイト、ディテール
やテキスタイルに配慮したデザイン画について理解
する。さらに、表現⼒の向上、経済性・社会性・環
境を配慮した⾐服の選択や提案⼒を養い、消費者へ
の提案や助⾔できる能⼒を修得する。

・ファッションに関する素材やシルエット、TPO
に応じた装いなどについて具体的に⽰すことができ
る。(知識・理解）
・服飾デザインの基本的な縫製技術やコミュニケー
ション能⼒を⾝につけることができる。（技能）
・表現⼒、経済性、社会性、環境に配慮した適切な
⾐服や着装を具体的に説明することができる。（思
考・判断・表現）
・消費者への提案や適切な助⾔を具体的に⽰すこと
ができる。（思考・判断・表現）

・ファッションに関する素材やシルエット、TPO
に応じた装いなどについて⽰すことができる。(知
識・理解）
・服飾デザインの基本的な最⼩限の縫製技術やコ
ミュニケーション能⼒を⾝につけることができる。
（技能）
・表現⼒、経済性、社会性、環境に配慮した⾐服や
着装を説明することができる。（思考・判断・表
現）
・消費者への提案や助⾔を⽰すことができる。（関
⼼・意欲・態度）

アパレル企画演
習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 2

アパレル・ファッション業界における企画部⾨の業
務内容や現状を学ぶことから、その役割を理解す
る。仮想ブランド等を設定し、カタログの企画・製
作、プロモーションを模擬的に実施することから企
画⼒や発信⼒を養う。さらに、市場動向や消費者動
向の調査⼿法、年間のプロモーション計画の⽴案な
どのグループワークを通して、コミュニケーション
の進め⽅について理解する。

・クループワークを積極的に⾏い、コミュニケー
ション能⼒を向上させることができる。（技能）
・アパレルにおける企画の具体的な役割を理解し、
提案できる。（思考・判断・表現）
・アパレル業界の動向や消費者動向に強い関⼼を
持って消費者ニーズを具体的に説明できる。（思
考・判断・表現）
・アパレル・ファッション業界に関⼼を持って積極
的に取り組むことができる。（関⼼・意欲・態度）

・クループワークを⾏い、コミュニケーション能⼒
を向上させることができる。（技能）
・アパレルにおける企画の役割を理解し、提案でき
る。（思考・判断・表現）
・アパレル業界の動向や消費者動向に関⼼を持って
消費者ニーズを説明できる。（思考・判断・表現）
・アパレル・ファッション業界に関⼼を持って取り
組むことができる。（関⼼・意欲・態度）

アパレル制作実
習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 1

ファッションを楽しみ装うことは、新しい⼥性の⽣
き⽅までも⽣み出してきた。この科⽬では、⾐服や
その周辺のファッションアイテムを対象に、⾐服や
帽⼦の製作を通じて、服地の取り扱⽅やパターン
（型紙）を⽤いた基本的な製作技術や知識を学び、
デザイン⼒を養う。また、着⽤者に合った⾐服や帽
⼦のデザイン、服地選びからファッションのコー
ディネイトを学ぶと共に、ファッションに対する理
解を深める。

・⾐服や帽⼦の制作⽅法について理解し、具体的に
説明することができる。（知識・理解）
・⾐服や帽⼦の製作技術を修得し優れた作品を完成
させることができる。（技能）
・TPO やライフステージに応じたファッションを
適切に選び、コーディネイトを楽しむことができる
ようになる。（思考・判断・表現）

・⾐服や帽⼦の基本的な制作⽅法について理解し、
説明することができる。（知識・理解）
・⾐服や帽⼦の基本的な製作技術を修得し作品を完
成させることができる。（技能）
・TPO やライフステージに応じたファッションを
選び、コーディネイトできるようになる。（思考・
判断・表現）

和装デザイン実
習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 1

和装は⽇本の伝統的な⾐服として、現代においても
着⽤する場⾯が多く、重要な意味を持っている。和
装に⽤いられる反物やその技法、模様の配置、名
称、種類などを理解し、和装の基本となる⼥物単⻑
着（浴⾐）を制作する。さらに着付けや和装品の取
扱い⽅の実習を通して、合理的な和装の機能につい
て理解する。

・浴⾐の基本的な構造や機能について的確に説明で
きる。（知識・理解）
・浴⾐の製作や着付けを的確に⾏うことができる。
（技能）
・和装についての基本的な知識を理解し、TPOに
合った的確な着装を⽰すことができる。（思考・判
断・表現）
・和装の優れた機能を具体的に⽰し、伝えることが
できる。（思考・判断・表現）

・浴⾐の基本的な構造や機能について説明できる。
（知識・理解）
・浴⾐の製作や着付けを⾏うことができる。（技
能）
・和装についての基本的な知識を理解し、TPOに
合った最⼩限の着装を⽰すことができる。（思考・
判断・表現）
・和装の優れた機能を⽰し、伝えることができる。
（思考・判断・表現）

快適住環境論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 2

建築における快適な室内環境を創出するための要因
である「熱、空気、光及び⾳」に関する基礎的な事
項をテキストや関連資料を⽤いて学習し、理解す
る。また、随時の⼩テストや課題レポートの提出を
実施し、授業内容に対する理解を深める。

・快適な住環境を実現するために、室内環境の視点
からどのようなことに配慮しなければならないかを
理解し、実践的に説明できる。（知識・理解）
・熱、光、空気、⾳及び⽔等の物理的環境要因を理
解し、実践的に説明できる。（知識・理解）
・快適で健康的な住⽣活ができる環境配慮型住宅を
実現する技能を実践的な学習によって⾝につけ、説
得⼒のある提案ができる。（思考・判断・表現）

・室内環境の視点からどのようなことに配慮しなけ
ればならないかを最低限理解し説明できる。（知
識・理解）
・熱、光、空気、⾳及び⽔等の物理的環境要因を最
低限理解し、基本的なことを説明できる。（知識・
理解）
・快適で健康的な住⽣活ができる環境配慮型住宅を
実現する技能を⾝につけ、提案できる。（思考・判
断・表現）

インテリア構成
論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 2

床、たたみ、間仕切り、ふすま、障⼦、柱・梁、天
井、屋根、外壁、開⼝部、出⼊り⼝、屋敷構えな
ど、住宅やインテリアを構成する諸要素⼀つひとつ
について、椅⼦や照明器具などのインテリア家具に
触れたり、20世紀を代表する建築家の作品を⾒な
がら学習し、理解する。

・インテリアを構成する諸要素について理解し、具
体的に説明できる。（知識・理解）
・諸要素を組み合わせて成⽴するインテリアデザイ
ンの基本を、実践的な学習によって⾝につけ、説得
⼒のある提案ができる。（思考・判断・表現）

・インテリアを構成する諸要素について最低限理解
し、基本的な内容を説明できる。（知識・理解）
・諸要素を組み合わせて成⽴するインテリアデザイ
ンの基本を学習によって⾝につけ、提案ができる。
（思考・判断・表現）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

インテリア製図
演習I

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 2

製図は⾃分の考えの表現⼿段であると同時に、伝達
⼿段でもある。ひとりよがりな表現では他者に内容
を正しく伝えることは不可能であり、多くの⼈に共
有されている製図のルールに従って表現することが
要求される。また、表現されるものも、単なる夢や
空想のレベルではなく、実現可能なレベルの作品で
あることが要求される。こうした要求に応じられる
ように、製図台や専⾨的な製図⽤具を⽤いて実務に
対応した製図の基礎を学習し、理解する。

・将来、製図の仕事の分野で信頼される⼈になるた
めに必要な製図上の基本的な知識を理解し、説明で
きる。（知識・理解）
・本格的な製図板、製図⽤具の正しい使い⽅、正し
い製図法を、実践的な学習によって⾝につけ、製図
を⾏うことができる。（技能）

・将来、製図の仕事の分野で信頼される⼈になるた
めに必要な製図上の最低限の知識を理解し、基本的
なことについて説明できる。（知識・理解）
・本格的な製図板、製図⽤具の正しい使い⽅、正し
い製図法を最低限⾝につけ、基礎的な製図を⾏うこ
とができる。（技能）

インテリア製図
演習II

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 2

インテリア製図演習Ⅰで修得した製図のルールに
従った表現能⼒を基に、この演習では具体的な設計
課題を通して、インテリア空間の表現に相応しい図
法を学習し、理解する。また、適切な⼨法感覚と⽴
体空間を構築する創造性を養い、正確に設計図を描
く⼒を⾝に着ける

・図⾯表現の基礎を的確に理解し、具体的に説明で
きる。（知識・理解）
・３次元で空間や実体をイメージする能⼒を、実践
的な学習によって⾝につけ、製図として適切に表現
することができる。（技能）

・図⾯表現の基礎を最低限理解し、基本的なことに
ついては説明することができる。（知識・理解）
・３次元で空間や実体をイメージする能⼒を学習に
よって⾝につけ、基礎的な製図として表現すること
ができる。（技能）

インテリア設計
演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 2

インテリアの特質を学習しながら⾃分のアイデアを
盛り込んだ設計をするには、⼤きく⼿描き図⾯や模
型作成による⽅法と、コンピュータを利⽤して製
図、表現を⾏う⽅法とがある。この演習では前者の
⽅法で、⾃らの⼿作業を通じて、ものを創り上げる
実感を⼤切にしながら、製図、表現の基礎を学ぶと
共に、インテリアに対する理解を深める。

・インテリア設計の意義を理解し、表現に値する内
容を具体的に提案し、発表することができる。（知
識・理解）
・インテリア設計の表現⽅法を、実践的な学習に
よって⾝につけ、説得⼒のある作品として表現する
ことができる。（技能）

・インテリア設計の意義を理解し、表現に値する最
低限の内容を提案し、発表することができる。（知
識・理解）
・インテリア設計の表現⽅法を、学習によって⾝に
つけ、作品として表現することができる。（技能）

染⾊⼯芸実習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 1

⼯芸品として染⾊されてきた実⽤品には⼈の⼼を和
ませる働きがある。繊維や布の特性、伝統的な染織
⼯芸の技法や道具、染⾊剤の取扱い⽅、基本的な染
⾊技法について実習を⾏い、作品を制作することか
ら理解を深める。さらにオリジナル作品の制作に取
り組み、実⽤性を活かしたデザインの⾯⽩さを理解
する。

・素材である繊維や布の特徴に応じた染⾊⽅法を具
体的に説明できる。（知識・理解）
・伝統的な染織⼯芸について具体的に説明できる。
（知識・理解）
・基本的な染⾊を的確に⾏うことができる。（技
能）
・伝統的な⽂様や染⾊技法をデザインに取り⼊れ
て、表現することができる。（思考・判断・表現）

・素材である繊維や布の特徴に応じた染⾊⽅法を説
明できるようになる。（知識・理解）
・伝統的な染織⼯芸について説明できる。（知識・
理解）
・基本的な染⾊を⾏うことができる。（技能）
・伝統的な⽂様をデザインに取り⼊れて、表現する
ことができる。（思考・判断・表現）

インテリアＣＡ
Ｄ実習基礎

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

1 2

CAD（コンピューターを使った図⾯作成）ソフト
の操作を習得しながら、住まいのインテリアデザイ
ンについて学ぶことで、⾃らの表現⼒を広げること
を⽬指す。CADソフトの基本操作をさまざまな作
図課題を通して習得、理解し、住宅やインテリアの
図⾯表現を学ぶ。

・⽴体や空間を２次元でとして表現する図⾯のルー
ルを正確に理解し、具体的に説明できる。（知識・
理解）
・CADソフトの基本的な操作⽅法を⼗分に理解
し、モノの⼨法やスケール感を⾝につけ、正確な図
形・図⾯を描くことができる。（技能）

・⽴体や空間を２次元として表現する図⾯のルール
を最低限理解し、基本的なことについて説明でき
る。（知識・理解）
・CADソフトの基本的な操作⽅法を最低限理解
し、モノの⼨法やスケール感を⾝につけ、図形・図
⾯を描くことができる。（技能）

インテリアＣＡ
Ｄ実習応⽤

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ ⽣
活デザインコー
ス

2 1

インテリアCAD基礎実習基礎ではCADソフトを使
いこなすことを最優先に学習したが、この実習では
CADソフトの図⾯と実際の⽴体的な部屋、建物と
の関係を頭に⼊れて、描いているものを理解した上
で作図できることを⽬標とする。さらに、⾃ら考え
た住まいのインテリアデザインを美しく表現するこ
とへつなげていく。

・CAD図⾯と３次元の空間や実体との関係を理解
し、具体的に説明できる。（知識・理解）
・CADソフトの応⽤的な操作⽅法を⼗分に理解
し、正確な図形・図⾯を描くことができる。（技
能）
・３次元空間を正確に構築し、図⾯としての体裁や
レイアウトを整え、印刷を⾏うことができる。（思
考・判断・表現）

・CAD図⾯と３次元の空間や実体との関係を最低
限理解し、基本的なことは説明できる。（知識・理
解）
・CADソフトの応⽤的な操作⽅法を最低限理解
し、図形・図⾯を描くことができる。（技能）
・３次元空間を構築し、図⾯としての最低限の体裁
を整え印刷を⾏うことができる。（思考・判断・表
現）

⾷物基礎科学
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

この科⽬では⾷品学、栄養学の学習に必要な基礎的
事項について理解する。⾼校化学について簡単に復
習した後、五⼤栄養素の種類や⾷品の鑑別⽅法、⾷
品のにおいや味などの基本的な事項について理解す
る。

・⾷品成分の化学的な事項を⼗分理解することで、
これから学ぶ栄養学、⾷品学等の基礎が⼗分に説明
できる。(知識・理解)
・栄養素や酵素、⾷品のにおいや味、⾷品の鑑別⽅
法などに関する事項を⼗分に説明できる。(思考・
判断・表現)

・⾷品成分の化学的な基礎事項を理解することで、
これから学ぶ栄養学、⾷品学等の基礎が説明でき
る。(知識・理解)
・栄養素や酵素、⾷品のにおいや味、⾷品の鑑別⽅
法などに関する事項について、基本的な内容が説明
できる。(思考・判断・表現)

栄養学
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

栄養学は栄養と栄養素についての学問である。栄養
とは⽣物が外界から物質を体内に取り⼊れて、⽣命
維持に利⽤する営みのことであり、栄養素とはこの
栄養に必要な物質のことである。したがって、この
科⽬では⼈が健康的に⽣きるには、「何を、どの
位、どのように⾷べたらよいのか」を理解する。本
講義を通して⽣活習慣病にかからないようにするた
めの栄養学の知識と技術を⾝につける。

・栄養素の⽣理機能，消化・吸収・代謝機構につい
て⼗分に理解した上で、説明することができる。ま
た、フードスペシャリスト試験の出題ポイントを⼗
分に理解して、試験の準備ができる。(知識・理解)
・健康を保持・増進するための⾷⽣活の役割につい
て⼗分に理解し、説明することができる。(思考・
判断・表現)

・栄養素の⽣理機能，消化・吸収・代謝機構につい
の基本的な事項について説明できる。また、フード
スペシャリスト試験の基礎的な出題ポイントを理解
して、試験を受けることができる。(知識・理解)
・健康を保持・増進するための⾷⽣活の基本的な役
割について理解することができる。(思考・判断・
表現)



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

⾷品衛⽣学
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

我が国における⾷品の加⼯製造、保存技術、流通技
術は向上しており、安全な⾷品を⾷卓に届けられる
ような仕組みができている。しかし、⾷品の⼤量⽣
産、製造技術の⾼度化に伴い、⾷中毒も発⽣してい
る。⾷品衛⽣学の講義において、⾷品衛⽣の現状を
知り、⾷中毒の特徴を学び、⾷品の衛⽣的な取り扱
いを理解する。

・⾷中毒の原因となる細菌や寄⽣⾍、⾃然毒などと
いった⾷中毒の特徴について総合的に理解し、事例
を挙げて説明できる。さらに、⾷品の衛⽣的な取り
扱いについて総合的な観点から理解し、⾷品ごとに
事例を挙げて説明できる。また、リスクを回避する
ための⽅法や⾏政の仕組みを理解し、事例を挙げて
説明できる。(知識・理解)
・⾷中毒の実際の事例について、原因やリスク回避
の⽅法を詳細に説明できる。（思考・判断・表現）

・⾷中毒の原因となる細菌や寄⽣⾍、⾃然毒などと
いった⾷中毒の特徴について理解し、基本的な事項
について説明できる。さらに、⾷品の衛⽣的な取り
扱いについて基礎的な事項について理解できる。ま
た、リスクを回避するための⽅法や⾏政の仕組みを
理解し、基本的な事項について説明できる。(知
識・理解)
・⾷中毒の実際の事例について、原因やリスク回避
の⽅法の基礎的な事項について説明できる。（思
考・判断・表現）

⾷品学
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

⾷品学とは⾷品の種類や成分、性状などを広く学ぶ
科⽬である。⾷品学を学ぶことにより、⾷品と栄
養・健康、調理・加⼯・保存中に起こる⾷品成分の
化学変化、栄養 性的な変化との関係を知る。⾷品学
の講義において、⾷品や⽔について⾷品学的な理解
を深めるとともに、調理過程における変化を理解す
る。さらに、⾷品の嗜好性や機能性などについて理
解する。

・⽔の性質、五⼤栄養素の性質を理解し、⽔分活性
と保蔵性の関係について、代表的な⾷品を例にして
説明できる。また、調理過程における⾷品成分の化
学変化や⾷品の嗜好性、⾷品の機能性について総合
的に理解し、代表的な⾷品を例にして説明できる。
(知識・理解)
・⾷材の調理・加⼯の詳細な事例を説明できる。
（思考・判断・表現）

・⽔の性質、五⼤栄養素の性質を理解し、⽔分活性
と保蔵性の関係について基本的な事項を説明でき
る。また、調理過程における⾷品成分の化学変化や
⾷品の嗜好性、⾷品の機能性について理解し、基本
的な事項について説明できる。(知識・理解)
・⾷材の調理・加⼯の基本的な事例を説明できる。
（思考・判断・表現）

調理学
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

消費者・⽣活者が⾷⽣活について望ましい知識を持
ち、また、その知識や⽣活技術を⽣かして実践する
ことが望まれる。⾷品がどのような特性を持ち、調
理過程において⾷品の組織や成分がどのように変化
し、⼈間の⾝体や⼼に及ぼす影響について学ぶ。

・調理することの意義および⼼⾝が健康で豊かにな
るための⾷について総合的に説明でき、各⾷品が調
理過程を経て、⾷事になるまでの⼯程で起こるさま
ざまな現象について具体的に述べることができる。
（知識・理解）
・⾷物の成分・形状や性状の変化を⼗分に説明でき
る。（思考・判断・表現）

・調理することの意義および⼼⾝が健康で豊かにな
るための⾷について説明でき、各⾷品が調理過程を
経て、⾷事になるまでの⼯程で起こる基本的な現象
について述べることができる。（知識・理解）
・⾷物の成分・形状や性状における基本的な変化を
説明できる。（思考・判断・表現）

⼥性と健康
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 2

⼥性は⼥性ホルモンによって制御されたライフス
テージを持つことが特徴である。⼥性と健康の講義
において、⼥性として⾃分の⾝体を理解した上で、
⼥性のライフサイクルにおける健康問題に関する基
本的な知識について理解し、健康の維持・増進のた
めの様々な⼿法を理解する。

・⼥性のライフサイクルやライフサイクルにおける
健康問題について理解し、その特徴を、事例を挙げ
て説明できる。さらに、健康問題を解決するための
様々な⼿法を理解し、事例を挙げて説明できる。
（知識・理解）
・グループワークを通して、⼥性における健康につ
いて詳細に議論することができる。（技能）
・⽇頃から健康維持・増進に対する詳細な取り組み
が実践できる。(関⼼・意欲・態度)

・⼥性のライフサイクルやライフサイクルにおける
健康問題の基本を理解し、基本的な事項について説
明できる。さらに、健康問題を解決するための基本
的な⼿法を理解し、基本的な事項について説明でき
る。（知識・理解）
・グループワークを通して、⼥性における健康に関
する基本的な事項について議論することができる。
（技能）
・⽇頃から健康維持・増進に対する基本的な取り組
みが実践できる。(関⼼・意欲・態度)

ライフステージ
栄養演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 2

ヒトはこの世に⽣を受けてから成⻑し、⾃らが⽀援
者の⼀⼈となって、やがて⽼い、⼈⽣を全うする。
この⼀連のライフサイクルを健康で幸せに過ごすた
めには、各ライフステージにおいて⽣活習慣を整え
ることが求められる。ライフステージ栄養演習にお
いて、各ライフステージでの体の変化を知り、各ラ
イフステージに特徴的な健康問題を理解する。さら
に、それらの健康問題を解決するための様々な⼿法
を理解する。

・栄養素の化学的性質や代謝、消化酵素について理
解を深めることができ、詳細に説明できる。また、
乳幼児期から⾼齢期までの各ライフステージの特徴
を理解し、それぞれのライフステージにおいて求め
られる⽣活習慣、健康問題をについて、事例を挙げ
て説明できる。(知識・理解)
・栄養計算ソフトが使⽤できるようになり、得られ
た結果を⽤いた説明ができる。（技能）
・各ライフステージの健康問題を理解することの意
義および⼼⾝が健康で豊かになるための⾷について
総合的に説明できる。（関⼼・意欲・態度）

・栄養素の化学的性質や代謝、消化酵素について基
本的な事項を説明できる。また、乳幼児期から⾼齢
期までの各ライフステージの特徴について基礎的な
事項を理解し、それぞれのライフステージにおいて
求められる⽣活習慣、健康問題について、基本的な
事項が説明できる。(知識・理解)
・栄養計算ソフトが使⽤できる。（技能）
・各ライフステージの健康問題を理解することの意
義および⼼⾝が健康で豊かになるための⾷について
基本的な事項を説明できる。（関⼼・意欲・態度）

⾷品の消費と流
通

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 2

⾷料をめぐるそれぞれの経済主体の⾏動がもたらす
関連性を把握するのが⾷料経済である。⾷料経済の
発展段階からみて、現在は、⾷料の⽣産から消費ま
での過程に、⾷品加⼯業・流通業・外⾷産業が介在
する第４段階⽬といわれ、この全体の流れをフード
システムという。フードシステムにおける「⾷品の
消費と流通」の実態と、これらの実態を理解するた
めの基本的知識と考え⽅について理解する。

・今⽇のわが国の⾷料消費や⾷⽣活の変化と⾷品の
流通体系についての現状を説明することができる。
(知識・理解)
・学習を通じて、⾷⽣活と⾷産業の健全な発展に役
⽴つフードスペシャリストとしての経済学における
応⽤的知識を使⽤することができる。(思考・判
断・表現)

・今⽇のわが国の⾷料消費や⾷⽣活の変化と⾷品の
流通体系についての現状を理解するための基礎的知
識を説明できる。(知識・理解)
・学習を通じて、⾷⽣活と⾷産業の健全な発展に役
⽴つフードスペシャリストとしての経済学における
基礎的知識を使⽤することができる。(思考・判
断・表現)

⽣活基礎演習
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

⽇常⽣活や実験実習や講義科⽬で⽤いられる単位、
数値の求め⽅、求めた数値の価値、数値の処理に対
する基本的な事柄について演習を通して実践的に理
解する。さらに、科学的な思考を基に得られた結果
を分析し、グループワークやレポートを作成するこ
とでその特徴や性質を適切に伝える⽅法を修得す
る。

・単位の種類や互換性、⾝の回りのものの性質や特
徴について関⼼を持って、的確に説明できる。（知
識・理解）
・実験時の基本的な操作⽅法や適格な取り扱い⽅、
グループワークやレポート作成を通して、得られた
結果を的確に伝えることができる。（技能）

・単位の種類や互換性、⾝の回りのものの性質や特
徴について説明できる。（知識・理解）
・実験時の基本的な操作⽅法や取り扱い⽅、グルー
プワークやレポート作成を通して、得られた結果を
伝えることができる。（技能）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

嗜好評価処理演
習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

⼈の好みあるいは⽢い苦いと⾔った感覚を定量的に
評価する官能評価について、基本的な知識や実施⽅
法について理解する。また、評価結果の分析に必要
とする基礎統計や統計データの⾒⽅、統計ソフトの
扱い⽅を、演習を通して理解を深める。さらに、応
⽤課題に関するグループワークを⾏い、官能評価の
利点と⽋点を実践的に修得する。

・官能評価の基本的な知識や実施⽅法、データ処理
⽅法、官能評価の結果から、⾷品の嗜好性に及ぼす
要因を的確に説明できる。（知識・理解）
・官能評価の⼿法を適切に選び、統計ソフトを的確
に操作することができる。さらに、グループワーク
を通して、実践⼒や発信⼒を積極的に⾝につけるこ
とができる。（技能）

・官能評価の基本的な知識や実施⽅法、データ処理
⽅法、官能評価の結果から、⾷品の嗜好性に及ぼす
要因の基礎的な事項を説明できる。（知識・理解）
・官能評価の⼿法を選び、統計ソフトを操作するこ
とができる。さらに、グループワークを通して、実
践⼒や発信⼒を⾝につけることができる。（技能）

フードメディア
演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

SNSの普及に伴い、専⾨的な知識の有無を問わ
ず、ブログやInstagramには、様々な⾷に関する写
真やレポート（⾷レポ）が掲載されている。本科⽬
では、魅⼒的なレポートや写真に関する基本的な知
識を習得し、効果的な情報伝達の⼿法について学
ぶ。

・写真、映像撮影に使⽤する機材の種類、⽤途、特
性、撮影⽅法等を理解し⼗分に説明できる。（知
識・理解）
・被写体や撮影環境に合わせて最適な撮影機材、撮
影⽅法を選択して撮影し、撮影した写真や映像を必
要に応じて適切に加⼯、修正、編集することができ
る。さらに、写真や映像を使って、ポスター、ブロ
グ記事、動画等のコンテンツ作成ができる。（技
能）
・作成したコンテンツを適切なソーシャルメディア
での情報共有に活⽤する。（関⼼・意欲・態度）

・写真、映像撮影に使⽤する機材の種類、⽤途、特
性、撮影⽅法の基本等を理解し説明できる。（知
識・理解）
・被写体や撮影環境に合わせて撮影機材、撮影⽅法
を選択して撮影し、撮影した写真を使ってレポート
などを作成することができる。さらに、写真や映像
を使って、ポスター、ブログ記事、動画等のコンテ
ンツ作成を意識した準備を⾏うことができる（技
能）
・習得した知識と技能をソーシャルメディアでの情
報共有に活⽤する。（関⼼・意欲・態度）

フードスペシャ
リスト論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 2

フードスペシャリストとは、⾷の本質がおいしさや
楽しさ、おもてなしにあることについて学び、幅広
い知識を⾝につけた⾷の専⾨家である。フードスペ
シャリスト論の講義において、フードスペシャリス
ト資格について理解し、⾷と⾷⽣活の向上のため
に、⾷⽂化や⾷品流通、⾷品保蔵、⾷にまつわる話
題などを理解する。

・⾷⽂化や⾷品流通、⾷品保蔵について総合的に理
解し、⽇本や世界の⾷⽂化について詳細に説明でき
る。(知識・理解)
・フードスペシャリストについて総合的に理解し、
フードスペシャリストの資格について詳細に説明で
きる。さらに、⾷にまつわる話題について総合的に
理解し、事例を挙げて詳細に説明できる。(思考・
判断・表現)

・⾷⽂化や⾷品流通、⾷品保蔵について理解し、基
本的な事項について説明できる。(知識・理解)
・フードスペシャリスト資格について理解し、基本
的な事項について説明できる。さらに、⾷にまつわ
る話題について理解し、基本的な事項について説明
できる。(思考・判断・表現)

フードコーディ
ネート論

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 2

⾷べるということは私たちの毎⽇の⽣活に⽋かすこ
とのできない⾏為である。⾷卓はくつろぎの場であ
り、⼈間関係を培う場、また⾷⽂化を伝承する場で
もある。私たちの⾷環境をより楽しく、⼼豊かな⾷
⽣活を送るために、⽇本の伝統的⾷⽂化、外国の⾷
⽂化、メニュー、⾷卓、⾷空間を含んだ⾷のコー
ディネートとはどのようなことか考える。さらに⾷
卓のコーディネートにおいて⽋かすことのできな
い、⾷器やグラスなどの⾷卓にまつわるアイテムの
歴史やセッティングの基本などを学ぶ。

・⾷品のコーディネートに関する総合的な知識を⾝
につけ、論述および実践することができる。（知
識・理解）
・フードスペシャリスト資格認定試験に合格でき
る。（技能）
・実社会で活⽤されているフードコーディネートに
ついて⼗分に説明できる。（思考・判断・表現）

・⾷品のコーディネートに関する基本的な知識を⾝
につけ、実践することができる。（知識・理解）
・フードスペシャリスト資格認定試験に挑戦でき
る。（技能）
・実社会で活⽤されているフードコーディネートに
ついて説明できる。（思考・判断・表現）

フードスペシャ
リスト演習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 2

この科⽬はフードスペシャリストの資格取得を⽬指
すための演習である。⼀般および専⾨フードスペ
シャリスト試験の出題分野に対応し、嗜好評価処
理、調理、⾷品、栄養、⾷料経済、⾷品衛⽣、フー
ドコーディネートの各分野の復習や過去の出題問題
の解説を聞き、試験を受ける準備がてきる。

・嗜好評価処理、調理、⾷品、栄養、⾷料経済、⾷
品衛⽣、フードコーディネートの各分野を学習する
ことによって専⾨フードスペシャリスト試験合格レ
ベルに到達する。(知識・理解)
・予想問題を詳細に推測できる。(思考・判断・表
現)

・嗜好評価処理、調理、⾷品、栄養、⾷料経済、⾷
品衛⽣、フードコーディネートの各分野を学習し、
⼀般フードスペシャリスト試験に合格するレベルに
ある。(知識・理解)
・予想問題を凡そ推測できる。(思考・判断・表現)

⾷品学実験
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 1

⾷品の性質や栄養成分を理解するためには、⾷品学
で学んだ内容を的確に理解することが求められる。
⾷品学実験において、実験の⼼得と基本的な操作を
習得し、栄養成分の定性・定量実験を⾏うことで、
栄養成分を理解する。様々な加⼯⾷品を実習し、加
⼯における⾷品の化学変化や⾷品保蔵を理解する。
新しい加⼯⾷品を開発することで、⾷品加⼯の原
理・⽅法を理解する。さらに、実験レポートの作成
⽅法や実験値の取り扱いについて理解する。

・栄養成分における定量・定性の⼿法、実験器具の
操作法について⼗分に説明できる。また、実験レ
ポートの書き⽅を⼗分に理解し、適切な考察ができ
る。さらに、加⼯⾷品の原理について説明でき、新
しい加⼯⾷品が⼗分に開発できる。(知識・理解)
・実験器具の取扱いができ、栄養成分における定
量・定性の操作が実践できる。さらに、加⼯⾷品が
製造できる。（技能）

・栄養成分における定量・定性の⼿法、実験器具の
基本的な操作法について基本的な事項について説明
できる。また、実験レポートの書き⽅を理解し、
フォーマットに則ったレポートが作成できる。さら
に、加⼯⾷品の原理について基本的な事項について
説明でき、新しい加⼯⾷品が1つ程度開発できる。
(知識・理解)
・実験器具の基本的な取り扱いができ、栄養成分に
おける定量・定性の基本的な操作が実践できる。さ
らに、基本的な加⼯⾷品が製造できる。（技能）

調理学実習基礎
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 1

⼈間は、調理することで⾷品中に含まれる栄養素を
効率的に吸収することにより、成⻑し健康を維持し
ている。また、おいしく楽しい⾷事は、精神的にも
満たされ、⼈間関係を構築する上でも必要不可⽋で
ある。この科⽬では、調理の⽬的やはたす役割を理
解し包丁の使い⽅、器具の扱い、⾷材の計量、野菜
の切り⽅、⽕の扱い⽅、加熱調理の⽅法など調理の
基本をふまえ、献⽴がたてられ、⽇常⽣活において
活⽤できることを⽬的とする。また、調理で起こる
科学的な現象の理解を深める。

・調理特性を応⽤し実践できる。（知識・理解）
・⽇本料理、⻄洋料理、中国料理の調理操作ができ
る。さらに、グループででコミュニケーションをは
かりながら⾏動し、レポート作成を⾏うことができ
る。（技能）

・調理特性を理解できる。（知識・理解）
・⽇本料理、⻄洋料理、中国料理の基本的な調理操
作ができる。さらに、レポート作成ができる。（技
能）



科⽬名称 科⽬区分 学年 単位 科⽬概要 到達⽬標（成績評価A） 単位修得⽬標（成績評価C)

調理学実習応⽤
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 1

⼈は、調理をすることで⾷品の中に含まれる栄養素
を効率的に吸収し、健康を維持している。また、お
いしく、楽しく⾷事をすることにより精神的にも満
たされている。この科⽬では、調理学実習基礎で学
んだ内容をふまえて、⾷品の特徴を理解した上で基
本調理から応⽤調理まで幅広く学び、その現象を調
理科学的⽴場に⽴って確かめる。さらに⾷物と健康
の関係からどのように⾷べ物を選び、組み合わせて
いけばよいか考察する。

・調理に必要となる詳細な調理理論について理解
し、説明でき、充実したレポート作成ができる。
（知識・理解）
・⽇本料理、⻄洋料理、中国料理の調理操作ができ
る。（技能）
・調理特性が説明でき、グループワークやレポート
作成を通じて、コミュニケーション⼒や表現⼒、ま
とめ⽅を実践することができる。さらに、アクティ
ブラーニングに積極的に取り組むことができる。
（関⼼・意欲・態度）

・調理に必要となる基本的な調理理論について説明
でき、レポート作成ができる。（知識・理解）
・⽇本料理、⻄洋料理、中国料理の基本的な調理操
作ができる。（技能）
・基本的な調理特性が説明でき、グループでコミュ
ニケーションをはかりながら⾏動できる。さらに、
アクティブラーニングに取り組むことができる。
（関⼼・意欲・態度）

スイーツ実習
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 1

⼈は、ただ栄養素を摂取することだけを⽬的として
⾷事をするわけではない。⾷べ物をおいしく、楽し
く⾷べることにより精神的にも満たされている。楽
しく⾷べる⾷べ物として、菓⼦などのスイーツが挙
げられる。この科⽬では、⾷材の特徴や調理理論を
理解した上で、その現象を調理科学的⽴場に⽴って
確かめる。さらに、様々な国の⾷⽂化とスイーツと
の関係を理解し、考察する。

・調理特性が説明でき、充実したレポート作成がで
きる。（知識・理解）
・⽇本、⻄洋、中国のスイーツ類の調理操作ができ
る。（技能）
・アクティブラーニングに積極的に取り組むことが
でき、グループワークやレポート作成を通じて、コ
ミュニケーション⼒や表現⼒、まとめ⽅を実践する
ことができる。（関⼼・意欲・態度）

・基礎的な調理理論について説明でき、レポート作
成ができる。（知識・理解）
・⽇本、⻄洋、中国のスイーツ類の基本的な調理操
作ができる。（技能）
・アクティブラーニングを取り組むことができ、グ
ループでコミュニケーションをはかりながら⾏動で
きる。（関⼼・意欲・態度）

フードパッケー
ジ実習

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

2 1

市販されている多くの加⼯⾷品は、魅⼒的なパッ
ケージがなされている。この科⽬では、消費者に
とって魅⼒的な⾷品を開発し、その⾷品に対する購
買意識が⾼まるようなパッケージを作成することに
より、⾷品におけるパッケージの意義や消費者が求
める⾷品を理解し、その⾷品に適したパッケージを
理解する⼒を⾝につける。

・市販されている様々な⾷品について特徴を理解
し、消費者が求めるパッケージについて事例を挙げ
て説明できる。(知識・理解)
・新たな⾷品を開発し、それに適したパッケージを
作成した上で、⾷品の魅⼒をプレゼンテーションで
きる。（技能）
・消費者が求める⾷品について理解し、事例を挙げ
て説明できる。(関⼼・意欲・態度)

・市販されている様々な⾷品について特徴を理解
し、消費者が求めるパッケージについて基本的な事
項について説明できる。(知識・理解)
・⾷品に適したパッケージを作成できる。（技能）
・消費者が求める⾷品について理解し、基本的な事
項について説明できる。(関⼼・意欲・態度)

⾷育演習
⽣活科学科 専
⾨教育科⽬
⾷・健康コース

1 2

⾷育基本法では、「⾷育はあらゆる世代の国⺠に必
要なものであるが、⼦どもたちに対する⾷育は、⼼
⾝の成⻑及び⼈格の形成に⼤きな影響を及ぼし、⽣
涯にわたって健全な⼼と⾝体を培い豊かな⼈間性を
はぐくんでいく基礎となるものである」とされてい
る。⾷育演習において、栄養の基本的な知識を理解
し、望ましい⽣活習慣を実現するための様々な⼿法
を理解する。

・栄養成分について理解し、詳細に説明できる。さ
らに、⽣活習慣を整えることの意義や各ライフス
テージにおける⽣活習慣に関連した諸問題を理解
し、事例を挙げて詳細に説明できる（知識・理解）
・各ライフステージにおける⽣活習慣に関連した諸
問題を解決する様々な⼿法を実践できる。（技能）

・栄養成分について理解し、基本的な事項について
説明できる。さらに、⽣活習慣を整えることの意義
や各ライフステージにおける⽣活習慣に関連した諸
問題を理解し、基本的な事項について説明できる。
（知識・理解）
・各ライフステージにおける⽣活習慣に関連した諸
問題を解決する基本的な事項について実践できる。
（技能）

消費者の⼼理

⽣活科学科 専
⾨教育科⽬ メ
ディア社会コー
ス ⽂科 専⾨教
育科⽬ ⼼理学
コース

1 2

消費者⼼理をとらえることの重要性を学ぶことは、
今後、社会に出て、社会に貢献していくために、考
え⽅の基本を形成することになる。どのように社会
にかかわろうと、消費者⼼理、つまり、事業におけ
る相⼿の⼼理を掴み、家庭における、家族の気持ち
に寄り添っていくことは、よりよい社会⽣活を送る
ベースとなる。多くの企業が「顧客視点」を掲げて
いるが、本当に顧客視点に⽴つということはどうい
うことかを具体的に商品開発の過程を通して学ぶ。
いくつかの事例について学び、各⾃の消費⾏動を振
り返り、さらに社会動向から、顧客視点にたった商
品サービスを提案してみる。

・企業活動（商品、サービスの提供）と消費者⼼理
とが密接に関連していることを理解し、消費者の⼼
理がよりよい社会を実現するために必須であり、⼥
性の消費者⼼理がよい企業を育て、よい社会をつく
るということを説明できる。（知識・理解）
・ 企業が消費者⼼理に基づいて提供しているサー
ビスや商品を知り、社会動向の分析を⾏い、顧客視
点に⽴った商品やサービスを提案、発表することが
できる。(思考・判断・表現）
・消費⾏動や企業活動についての知識をベースに、
顧客視点の商品サービスを提案する。（関⼼・意
欲・態度）

・ 企業活動（商品、サービスの提供）と消費者⼼
理とが密接に関連していること、 および消費者⼼
理を形成する基本的な概念を説明できる（知識・理
解）
・ 社会動向を分析し、企業が消費者⼼理を把握す
るためにどのような活動を実施しているかを説明で
きる。（思考・判断・表現）
・企業と消費者の関係を理解し、顧客視点に⽴った
商品やサービスを提案する。(関⼼・意欲・態度）


